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今
年
も
早
や
半
年
が
過
ぎ
、
本
格
的
な
夏
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
皆
様
如
何
お
過
ご
し
で
す

か
。
本
年
前
半
の
大
き
な
行
事
と
い
え
ば
、
四
月
か

ら
五
月
の
五
日
間
に
開
催
さ
れ
た
漢
詩
入
門
講
座

と
、五
月
の
総
会
・
講
演
会
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

漢
詩
入
門
講
座
は
神
漢
連
創
立
以
来
、
毎
年
開
催

し
て
お
り
、
今
年
は
十
九
期
と
し
て
三
十
四
名
の

方
々
が
受
講
し
、
三
十
名
が
七
言
絶
句
一
首
の
卒
業

詩
を
提
出
し
て
無
事
終
了
し
ま
し
た
。
今
年
は
受
講

生
の
レ
ベ
ル
が
高
か
っ
た
と
の
印
象
で
す
。
例
年
通

り
、
神
漢
連
に
入
会
し
て
漢
詩
創
作
を
目
指
す
方
々

は
十
九
期
の
漢
詩

サ
ー
ク
ル
を
結
成

し
ま
す
の
で
、
暖
か

く
見
守
り
願
い
ま

す
。
一
方
、
漢
詩
鑑

賞
に
注
力
さ
れ
た

い
方
々
の
為
に
、
今

年
か
ら「
鑑
賞
入
門

講
座
」（
通
称
、
鑑
賞
会
Ⅾ
）を
新
設
し
、
大
ベ
テ
ラ

ン
の
中
島
龍
一
先
生
に
、
李
白
・
杜
甫
を
は
じ
め
と

し
た
中
国
・
日
本
の
代
表
的
な
詩
人
の
漢
詩
を
対
面

方
式
で
毎
月
分
か
り
易
く
解
説
し
て
頂
く
こ
と
に
し

ま
し
た
。
尚
、
神
漢
連
入
会
数
年
以
内
の
方
々
も
聴

講
可
能
で
す
。

　

総
会
は
今
年
か
ら
交
通
の
便
の
い
い
横
浜
市
開
港

記
念
会
館
に
会
場
を
移
し
て
五
月
二
十
九
日
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
総
会
後
の
漢
詩
講
演
会
は
鷲
野
正
明
先

生
が「
漢
詩
の
美
し
い
言
葉
」と
題
し
て
、花
の
あ
る

風
景
や
身
の
回
り
の
風
景
に
つ
い
て
唐
代
か
ら
清
代

迄
の
代
表
的
詩
人
の
詩
を
紹
介
さ
れ
、
凡
そ
百
八
十

名
の
多
く
の
聴
衆
が
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
併
設
し
た「
自
詠
自
書
の
会
拡
大
作
品

展
」も
好
評
で
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
夜
の
懇
親
会

は
四
十
二
名
が
参
加
し
、
会
員
同
士
の
親
睦
の
場
と

し
て
和
気
藹
藹
の
も
と
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、「
神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
規
約
」の
大
幅
な

見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

① 

若
手
会
員
勧
誘
の
一
環
と
し
て
、「
Ｕ
23
会
員
」

（
会
費
無
料
）を
新
設
す
る
。

② 

八
十
五
歳
以
上
の
会
員
が
継
続
し
易
く
す
る
為

に
、会
費
五
年
分
支
払
い
で
終
身
会
員
と
す
る
。

③ 

会
計
関
係
の
規
定
追
記
等
。

　

神
漢
連
に
と
っ
て
、
着
実
に
漢
詩
を
学
ぶ
方
策
を

明
確
化
し
て
、
会
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と

は
常
に
重
要
な
課
題
で
す
が
、
初
級
者（
入
会
後
数

年
を
想
定
）、
中
級
者（
全
国
大
会
入
選
レ
ベ
ル
）、

上
級
者（
全
国
大
会
特
別
賞
受
賞
レ
ベ
ル
）に
区
分

し
て
進
め
ま
す
。

　

初
級
者
に
対
し
て
は
、
従
来
の
方
策
に
加
え
、
上

記
の「
鑑
賞
入
門
講
座
」を
新
設
し
、さ
ら
に「
漢
文
・

漢
詩
の
句
形
」「
捜
韻
の
使
い
方
」「
七
絶
推
敲
表
の
使

い
方
」等
の
短
期
講
座
を
定
例
化
し
ま
す
。

　

中
級
者
に
対
し
て
は
、
日
本
の
四
季
の
自
然
と
行

事
に
根
差
し
た
日
常
生
活
や
、
い
わ
ゆ
る
老
病
死
に

ま
つ
わ
る
出
来
事
を
詠
じ
易
く
す
る
た
め
の
一
方
策

と
し
て
、「
近
現
代
日
本
漢
詩 

詩
語
用
例
検
索
」の

シ
ス
テ
ム
構
築
と
試
行
を
神
辞
会
中
心
に
進
め
ま

す
。
ま
た
、
中
上
級
者
に
対
し
て
は
、
神
漢
連
内
で

の
切
磋
琢
磨
と
共
に
、
斯
文
会
や
二
松
詩
文
会
な
ど

に
入
会
し
て
、
全
国
的
に
著
名
な
先
生
方
の
作
詩
指

導
を
受
け
る
よ
う
に
改
め
て
勧
め
ま
す
。

　

尚
、
漢
詩
サ
ー
ク
ル
講
師
の
連
絡
会
を
今
後
開
催

し
て
、
上
記
を
含
む
方
策
に
つ
い
て
さ
ら
に
詰
め
て

い
く
予
定
で
す
。

　

今
年
も
漢
詩
の
鑑
賞
や
創
作
を
通
し
て
自
己
研
鑽

を
積
み
、
ま
た
漢
詩
の
仲
間
と
の
交
流
を
通
し
て
豊

か
な
人
生
を
送
り
た
い
も
の
で
す
。
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、
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令
和
七
年
度
第
二
十
回
定
期
総
会
が
開
催

事
務
局
長　

久
川
憲
四
郎

　

令
和
七
年
度
第
二
十
回
定
期
総
会
は
五
月
二
十
九

日
、
従
来
と
は
会
場
を
変
え
て
、
横
浜
市
開
港
記
念

会
館
講
堂
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
来
賓
に
鷲
野
正

明
全
日
本
漢
詩
連
盟
会
長
、
池
上
一
利
東
京
都
漢
詩

連
盟
会
長
を
迎
え
、会
員
約
六
十
名
が
出
席
し
た
。

　

水
城
ま
ゆ
み
副
会
長
が
開
会
を
宣
し
、
香
取
和
之

会
長
が
挨
拶
の
後
、
議
長
と
な
り
議
事
を
進
行
し

た
。
ま
ず
、
令
和
六
年
度
の
活
動
報
告
・
令
和
七
年

度
の
活
動
計
画
、
決
算
報
告
・
予
算
案
が
担
当
者
よ

り
行
わ
れ
た
後
、人
事
案（
本
頁
下
段
参
照
）が
提
案

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
た
。
最
後
に
新
井
治
仁

副
会
長
が
閉
会
の
言
葉
で
、盛
会
裏
に
終
了
し
た
。

　

総
会
後
の
漢
詩
講
演
会
で
は
、
来
賓
の
鷲
野
正
明

先
生
が「
漢
詩
の
美
し
い
言
葉
」と
題
す
る
講
演
を

行
っ
た
。
今
年
度
よ
り
会
場
が
交
通
至
便
と
な
っ
た

こ
と
も
あ
っ
て
、
会
員
以
外
の
参
加
者
も
含
め
、
聴

講
者
は
百
八
十
名
に
達
し
た
。聴
衆
は
、講
演
の「
花

の
あ
る
風
景
」や「
身
の
回
り
の
風
景
」の
中
に
あ
る

美
し
い
言
葉
に
つ
い
て
聴
き
入
っ
て
い
た
。
講
演
内

容
は
、
要
旨
を
本
会
報
の
四
面
・
五
面
で
紹
介
し
て

い
る
ほ
か
、Y

ouT
ube

で
、公
表
し
て
い
る
。

　

懇
親
会
は
、
ホ
テ
ルJA

LCIT
Y

関
内 

横
浜
に
お

い
て
鷲
野
会
長
、
池
上
会
長
、
横
山
真
吾
理
事
を
交

え
て
、四
十
二
名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

（
鷲
野
会
長
の
玉
韻
を
十
五
面
に
掲
載
）

　

ま
た
、
前
日
と
総
会
当
日
は
、
総
会
会
場
の
隣
室

に
お
い
て「
自
詠
自
書
の
会　

拡
大
作
品
展
」が
開

催
さ
れ
、た
く
さ
ん
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

令
和
六
年
度
決
算
・
七
年
度
予
算

（
単
位
：
円
）

連
盟
の
行
事

令
和
七
年
度
人
事

☆
理
事

　

古
田
光
子　

横
山
真
吾　

室
橋
幸
子　

中
島
龍
一

　

飯
島
敏
雄　

高
津
有
二　

瀧
川
智
志（
新
）

☆
執
行
理
事

　

香
取
和
之（
会
長
）　
水
城
ま
ゆ
み（
副
会
長
）

　

新
井
治
仁（
副
会
長
）　
久
川
憲
四
郎（
事
務
局
長
）

　

東
島
正
樹（
事
務
局
次
長
）　

山
口
幸
雄　

蔦　

清
昭

　

白
石
信
隆　
五
嶋
美
代
子　

高
橋
純
子　

牛
山
知
彦

　

高
田
宗
治　

木
村　

孝（
新
）　

吉
池　

純（
新
）

　

伊
藤
邦
彦（
新
）

☆
監
事　
　
　

松
井
秀
人　

中
村
講
二（
新
）

☆
特
別
相
談
役　

岡
崎
満
義　

三
村
公
二

☆
相
談
役　
　

住
田
笛
雄

☆
顧
問　
　
　

窪
寺　

啓　

池
上
一
利

☆
役
員
退
任　

理
事
退
任　

岡
田
泰
男

　
　
　
　
　
　
執
行
理
事
退
任　

瀧
川
智
志　

柴
本
信
子

　
　
　
　
　
　

監
事
退
任　

鈴
木
正
敏

　
　
　
　
　
　

顧
問
退
任　

淺
岡
清
明

☆
運
営
委
員　

家
吉
幸
二　

田
川
行
雄　

橋
本
孝
一

　
　
　
　
　
　
内
山
早
奈
江　

田
内　

隆　

大
森
冽
子

　
　
　
　
　
　

松
田
奈
月　

佐
野
輝
美（
新
）

　
　
　
　
　
　
宮
代
ま
ゆ
み（
新
）

☆
運
営
委
員
退
任　

　
　
　
　
　
　

岩
波
弘
道　

中
村
講
二　

吉
池　

純

　
　
　
　
　
　

木
村　

孝　

伊
藤
邦
彦　

久
保
裕
章

（
参
考
）

☆
特
別
会
員　

市
川
桃
子　

高
芝
麻
子　

後
藤
淳
一

　
　
　
　
　
　

菅
原　

武　

鄧　
　

捷

☆
竹
林
舎　
　

玉
井
幸
久　

飯
沼
一
之　

古
田
光
子

　
　
　
　
　
　

住
田
笛
雄　

三
村
公
二　
水
城
ま
ゆ
み

　
　
　
　
　
　

中
島
龍
一　

高
津
有
二

令和６年度一般会計決算 令和７年度一般会計予算 令和６年度田原基金決算 令和７年度田原基金予算

区分 費目 金額 区分 費目 金額 区分 費目 金額 区分 費目 金額
収入 前年度繰越 516,387 収入 前年度繰越 643,328 収入 前年度繰越 938,387 収入 前年度繰越 946,257

年会費等 888,500 年会費等 936,000 叢書頒布 7,870 叢書頒布 15,000
行事参加費 204,000 行事参加費 167,500 その他収入 0 その他収入 1,000
その他 100,900 その他 11,000 収入計 946,257 収入計 962,257
収入計 1,709,787 収入計 1,757,828 支出 叢書刊行 0 支出 叢書刊行 10,000

支出 庶務費 395,774 支出 庶務費 565,000 その他雑費 0 その他雑費 5,000
広報事業費 205,967 広報事業費 220,000 支出計 0 区分 支出計 15,000
教育事業費 267,518 教育事業費 310,000 残 次年度繰越 946,257 残 次年度繰越 947,257
全漢連費 196,120 全漢連費 225,000
その他 1,080 その他 137,828
支出計 1,066,459 支出計 1,457,828

残 次年度繰越 643,328 残 次年度繰越 300,000

令和６年度末神奈川県漢詩連盟資金残高
一般会計 643,328 円
田原基金 946,257 円
　合計 1,589,585 円
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令
和
六
年
度 

研
修
会

　

令
和
六
年
度
の
研
修
会
は
、
全
部
で
二
十
五
名
の

方
か
ら
投
稿
が
あ
り
、
十
二
月
十
八
日（
水
）に「
か

な
が
わ
労
働
プ
ラ
ザ
」で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

顔
触
れ
は
今
年
も
超
ベ
テ
ラ
ン
の
方
の
参
加
の
一

方
で
、
若
い
方
の
参
加
が
目
立
ち
ま
し
た
。
十
八
期

生
四
名
を
含
め
、
十
五
期
生
以
降
だ
け
で
八
名
、
十

期
以
降
で
は
十
六
名
で
し
た
。

　

匿
名
の
二
十
五
首
の
投
稿
詩
の
中
か
ら
、
推
薦
詩

を
投
票
し
合
い
優
劣
を
競
う
と
同
時
に
、
そ
の
結
果

を
伏
せ
た
ま
ま
、
意
見
交
換
し
合
う
と
い
う
従
来
の

方
式
を
今
回
も
踏
襲
し
ま
し
た
。
や
や
多
め
の
人
数

で
充
分
な
討
議
が
維
持
で
き
る
か
危
惧
さ
れ
ま
し
た

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
に
つ
い
て
熱
心
な
意
見
交
換
が

な
さ
れ
た
上
で
時
間
も
な
ん
と
か
収
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
左
記
の
方
々
の
詩
が
表
彰
さ
れ
、
香

取
会
長
か
ら
賞
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

終
了
後
は
近
所
の
中
華
料
理
店
で
懇
親
会
を
行

い
、
二
十
名
の
方
の
参
加
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。 

（
白
石
信
隆
）

 
 

志
詩
会　
　

木
村　
孝

　

水
村
新
秋 

　

水
村
新
秋

碧
落
盡
瀛
濤
似
羅 

碧
落 

瀛
に
尽
き
て 

涛
は
羅
の
似
く

綠
巓
映
水
影
如
螺 

緑
巓 

水
に
映
じ
て 

影
は
螺
の
如
し

西
風
瑟
瑟
消
長
夏 

西
風 

瑟
々
と
し
て 

長
夏
を
消
し

笛
韻
琅
琅
和
棹
歌 

笛
韻 

琅
々
と
し
て 

棹
歌
に
和
す

優
秀
賞

 
 

五
友
詩
林
会　
　

大
野
若
人

　

茅
亭
春
意 

　

茅
亭
春
意

殘
雪
初
融
隱
士
家 

残
雪 

初
て
融
け
る 

隠
士
の
家

和
風
颯
颯
透
窓
紗 

和
風 

颯
々 

窓
紗
に
透
る

羅
浮
夢
斷
幽
香
裡 

羅
浮
の 

夢
断
ゆ 

幽
香
の
裡

忽
見
一
枝
三
兩
花 

忽
ち
見
る 

一
枝 

三
両
の
花

 
 

金
星
干
支
会　
　

高
橋
光
代

　

淸
秋

月 

　

清
秋

月

涼
風
嫋
嫋
海
村
宵 

涼
風 

嫋
々 

海
村
の
宵

玉
兎
煌
煌
照
水
遙 

玉
兎 

煌
々 

水
を
照
し
て
遥
か
な
り

沙
岸
湛
然
千
里
闊 

沙
岸 

湛
然 

千
里
闊

金
波
瀲

釣
舟
漂 

金
波 

瀲

 

釣
り
舟
漂
う

 
 

既
望
会　
　

成
澤
き
よ
子

　

新
年
慶
賀 

　

新
年
を
慶
賀
す

三
元
景
物
座
春
風 

三
元
の 

景
物 

春
風
に
座
す

鳥
語
喈
喈
天
地
中 

鳥
語 

喈
々 

天
地
の
中

孝
子

孫
皆
尙
健 
孝
子 

孫 

皆
尚
健
に

東
君
一
笑
瑞
雲
空 
東
君 

一
笑 

瑞
雲
の
空

 
 

十
期
会　
　

細
江
利
昭

　

村
里
秋
景 

　

村
里
の
秋
景

茅
舍
東
籬
小
菊
黃 

茅
舎
の
東
籬 

小
菊
黄
な
り

西
風
嫋
嫋
橘
橙
香 

西
風 

嫋
々 

橘
橙
香
し

數
行
征
雁
沒
天
際 

数
行
の
征
雁 

天
際
に
没
し

孤
寺
鐘
聲
帶
夕
陽 

孤
寺
の
鐘
声 

夕
陽
を
帯
ぶ

優
良
賞

佳　

作

佳　

作

佳　

作

漢
詩
研
修
会
の
楽
し
み
方

 

志
詩
会　

木
村　

孝

　

こ
の
研
修
会
で
は
自
分
の
作
品
が
ど
う
評
価
さ
れ

る
か
の
ほ
か
に
、
ど
の
作
品
が
多
く
の
参
加
者
に
選

ば
れ
る
か
と
い
う
楽
し
み
が
あ
り
ま
す
。
参
加
者
の

作
品
を
読
み
こ
ん
で
ど
こ
ま
で
理
解
で
き
た
か
が
試

さ
れ
る
の
で
す
。
今
回
は
自
分
の
選
ん
だ
詩
が
い
ず

れ
も
ベ
ス
ト
３
に
入
り
ま
し
た
。
少
し
は
詩
の
良
し

悪
し
が
分
か
っ
て
き
た
か
と
満
足
し
て
い
ま
す
。

　

自
作
の
詩
は
、
葉
山
一
色
海
岸
か
ら
見
た
秋
の
海

の
よ
う
す
で
す
。
対
句
を
意
識
し
て
作
詩
し
ま
し
た

が
、
内
容
が
単
調
で
少
々
イ
ン
パ
ク
ト
に
欠
け
る
も

の
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
多
く
の
方
に
選
ん
で

い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。

作者匿名で意見交換作者匿名で意見交換
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雨
中
閒
臥　
　
　
　

雨
中
閒
臥 

明　
高
啓

牀
隱
屏
風
竹
几
斜　
牀
は
屏へ
い
風ふ
う
に
隠
れ 

竹ち
く
几き

は
斜
め
に

臥
看
新
燕
到
貧
家　
臥
し
て
新
燕
の
貧
家
に
到
る
を
看
る

閒
居
心
上
渾
無
事　
閒
居 

心
上 

渾
て
事
無
く

對
雨
唯
憂
損
杏
花　
雨
に
対
し
て
唯
だ
憂
う 

杏
花
を
損
な
う
を

　

牀
は
屏
風
の
後
ろ
側
、
竹
几
は
斜
め
に
置
い
て
、

寝
転
が
っ
て
い
る
。
い
か
に
も
自
由
に
生
活
し
て
い

ま
す
。新
燕
の「
新
」は
渡
っ
て
来
た
ば
か
り
と
い
う

感
じ
で
す
。
暇
人
の
暮
ら
し
に
心
の
中
に
思
う
事
も

な
い
。
た
だ
、
雨
が
降
る
の
を
見
て
杏
の
花
が
損
な

わ
れ
て
し
ま
う
の
を
心
配
し
て
い
る
。
こ
の
詩
は
志

賀
直
哉
の
小
説「
矢
島
柳
堂
」の
冒
頭
に
引
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
画
家
に
こ
の
光
景
を
描
い
て
く
れ
と
頼

み
ま
す
。
絵
に
し
た
く
な
る
風
景
、
漢
詩
で
大
事
な

の
は
風
景
が
見
え
る
か
で
す
。
具
体
的
に
描
く
、
作

者
の
心
が
そ
こ
に
籠
り
ま
す
。

２
．身
の
回
り
の
風
景

　

書
適　
　
　
　

適
を
書
す 

南
宋　
陸
游

老
翁
垂
七
十　
老
翁 

七
十
に
垂
な
ん
な
んと
し
て

其
實
似
童
兒　
其
の
実 

童
児
に
似
た
り

山
果
啼
呼
覓　
山
果 

啼
呼
し
て
覓も
と
め

鄕
儺
喜
笑
隨　
郷
き
ょ
う
儺だ 

喜
笑
し
て
随
う

群
嬉
累
瓦
塔　
群
れ
嬉
し
み
て
瓦
塔
を
累
ね

獨
立
照
盆
池　
独
り
立
ち
て
盆
池
に
照
ら
す

更
挾
殘
書
讀　
更
に
残
書
を
挾
さ
し
ば
さ
んん
で
読
み

渾
如
上
學
時　
渾
て
学
に
上
る
時
の
如
し

　

最
後
の
句
が
心
に
染
み
て
き
ま
す
。
趙
村
で
は
毎

年
赤
い
杏
の
花
が
咲
き
ま
す
。
白
楽
天
は
十
五
年
来

何
回
こ
の
花
を
見
た
で
し
ょ
う
。
七
十
三
歳
の
人
は

再
び
こ
の
杏
の
花
を
見
に
や
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き

る
だ
ろ
う
か
。
こ
の
春
、
見
に
来
た
の
は
花
に
別
れ

よ
う
と
思
っ
て
き
た
と
言
う
訳
で
す
ね
。
何
気
な
い

け
れ
ど
と
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。美
し
い
言
葉
で
す
。

花
に
別
れ
に
来
た
る
、
な
か
な
か
詠
え
な
い
と
思
い

ま
す
。白
楽
天
は
七
十
五
歳
ま
で
生
き
ま
す
。

　

清
明　
　
　
　
　
　

清
明 

唐　
杜
牧

清
明
時
節
雨
紛
紛　
清
明
の
時
節 

雨
紛
紛

路
上
行
人
欲
斷
魂　
路
上
の
行
人 

魂
を
断
た
ん
と
欲
す

借
問
酒
家
何
處
有　
借
問
す 

酒
家 

何
れ
の
処
に
か
有
る

牧
童
遙
指
杏
花
村　
牧
童
遙
か
に
指
さ
す
杏
花
の
村

　

気
候
が
穏
や
か
で
明
る
く
清
ら
か
な
季
節
、
清
明

節
な
の
に
小
糠
雨
が
降
っ
て
い
る
。
路
上
の
行
人
、

杜
牧
の
魂
は
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。
そ
こ
で
ち
ょ
っ

と
一
杯
飲
も
う
か
な
と
思
う
の
で
す
ね
。
酒
屋
は

ど
こ
に
あ
る
か
と
小
さ
い
子
供
に
尋
ね
ま
す
。
こ
の

「
有
」と
い
う
字
、あ
る
こ
と
は
分
か
っ
て
い
て
、「
在
」

と
い
う
字
で
あ
れ
ば
あ
る
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
と

い
う
事
で
す
。
杜
牧
は
酒
飲
み
で
す
か
ら
、
水
村
山

郭
酒
旗
風
。
お
酒
の
旗
に
す
ぐ
目
が
い
く
。
中
国
で

は
散
歩
し
て
喉
が
渇
い
た
時
に
も
酒
を
飲
む
事
が
あ

り
ま
す
。
子
供
が
指
さ
す
先
に
杏
の
咲
い
て
い
る
村

が
あ
り
、
雨
で
霞
ん
だ
そ
の
中
に
赤
い
花
が
咲
い
て

い
る
、
そ
れ
を
見
て
ほ
っ
と
す
る
わ
け
で
す
。
そ
こ

で
酒
が
飲
め
る
。心
が
救
わ
れ
る
感
じ
が
し
ま
す
。

『
漢
詩
の
美
し
い
言
葉
』

　

―
鷲
野
正
明
先
生
講
演
会
―

　

令
和
七
年
五
月
二
十
九
日 

木
曜
日
、
横
浜
市
開

港
記
念
会
館
講
堂
に
於
い
て
、
神
奈
川
県
漢
詩
連
盟

令
和
七
年
度
総
会
に
続
き
、
全
日
本
漢
詩
連
盟
会
長  

鷲
野
正
明
先
生
に
よ
る『
漢
詩
の
美
し
い
言
葉
』の

講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
堂
は
会
員
以
外
の

一
般
の
方
も
合
わ
せ
て
百
八
十
名
が
お
集
ま
り
い
た

だ
き
、盛
会
と
な
り
ま
し
た
。

１
．花
の
あ
る
風
景　

― 

杏
の
花 

―

　

遊
趙
村
杏
花　
　
　

趙
村
の
杏
花
に
遊
ぶ 

唐　
白
楽
天

趙
村
紅
杏
毎
年
開　
趙
村
の
紅
杏 

毎
年
開
く

十
五
年
來
看
幾
迴　
十
五
年
来 

看
る
こ
と
幾
迴
ぞ

七
十
三
人
難
再
到　
七
十
三
の
人
は
再
び
到
り
難
し

今
春
來
是
別
花
來　
今
春
来
た
る
は
是
れ
花
に
別
れ
ん
と
し
て
来
た
る
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び
詩
を
読
ん
で
み
る
と
も
う
一
度
心
の
中
に
蘇
っ
て

く
る
。
し
み
じ
み
と
分
か
り
ま
す
ね
。
清
朝
に
な
る

と
こ
う
い
う
自
由
な
歌
い
方
が
出
て
き
ま
す
。
格
調

は
高
く
は
な
い
で
す
け
ど
心
に
ぴ
た
り
と
来
ま
す
。

今
の
私
た
ち
に
通
じ
る
歌
い
方
を
し
て
い
ま
す
。

【
終
わ
り
に
】

　

鷲
野
先
生
は
優
し
い
声
で
囁
く
よ
う
に
お
話
し
さ

れ
ま
す
。
今
回
は
中
国
語
で
も
漢
詩
を
詠
ん
で
下
さ

り
、大
変
味
わ
い
深
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

先
生
の
最
新
著
作「
一
冊
で
読
む
漢
詩
４
０
０
」

が
笠
間
書
院
か
ら
４
月
に
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
先
秦

か
ら
近
代
ま
で
時
代
順
に
著
名
な
漢
詩
が
網
羅
さ
れ

て
い
ま
す
。
講
演
で
眼
前
に
見
た
美
し
い
言
葉
の
世

界
を
再
度
訪
ね
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

Y
o
u 

T
u
b
e
に
て
ご
講
演
の
動
画
を
配
信

し
て
い
ま
す
。
神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

 

記　

伊
藤
邦
彦

　

意
有
所
得
雜
書
數
絶
句 

九
首
其
九

意
に
得
る
所
有
り
数
絶
句
を
雑
書
す　

清　
袁
枚

莫
説
光
陰
去
不
還　
説い

う
莫
れ 

光
陰
去
っ
て
還
ら
ず
と

少
年
情
景
在
詩
篇　
少
年
の
情
景 

詩
篇
に
在
り

燈
痕
酒
影
春
宵
夢　
灯
痕 

酒
影 

春
宵
の
夢

一
度
謳
吟
一
宛
然　
一ひ
と
度た
び
謳
吟
し
て
一
た
び
宛
然

　

詩
を
作
る
人
は
と
て
も
よ
く
分
か
る
と
思
い
ま

す
。光
陰
と
は
時
間
で
す
。光
陰
去
っ
て
還
ら
な
い
、

こ
れ
は
中
国
の
伝
統
的
な
考
え
方
で
す
。
し
か
し
、

少
年
の
時
は
二
度
と
帰
っ
て
来
な
い
と
い
う
必
要
は

な
い
、（
中
国
で
は
大
体
三
十
歳
く
ら
い
ま
で
を
少

年
と
言
い
ま
す
）青
春
時
代
は
全
部
詩
の
中
に
残
っ

て
い
る
。
灯
の
も
と
で
の
思
い
出
、
酒
を
飲
ん
だ
楽

し
み
、
あ
る
い
は
春
の
夜
の
夢
、
そ
れ
ら
は
ひ
と
た

　

心
に
思
う
何
で
も
な
い
事
を
書
い
た
、
こ
れ
分
か

る
な
と
い
う
詩
で
す
。
七
十
歳
に
な
ろ
う
と
し
て
い

る
け
れ
ど
、
全
く
子
供
と
同
じ
だ
と
い
う
気
持
ち
も

分
か
り
ま
す
。
盆
池
に
照
ら
す
は

の
水
面
に
映
す

と
い
う
事
で
す
。
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
た
書
を
小
脇
に

抱
え
て
読
む
、
ま
る
で
学
校
に
上
が
っ
た
時
の
よ
う

で
す
。
前
半
の
部
分
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ
う
い
う

事
も
詩
に
で
き
ま
す
。
た
だ
、
こ
う
い
う
詩
を
作
る

時
に
は
古
典
の
素
養
が
な
い
と
で
き
ま
せ
ん
。
古
典

を
た
く
さ
ん
読
む
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

書
懷　
　
　
　

懐
い
を
書
す 

清　
袁
枚

我
不
樂
此
生　
我
は
此
の
生
を
楽
し
ま
ざ
る
も

忽
然
生
在
世　
忽
然
と
し
て
生
ま
れ
て
世
に
在
り

我
亦
樂
此
生　
我
も
亦
た
此
の
生
を
楽
し
む
も

忽
然
死
又
至　
忽
然
と
し
て
死
又
至
る

已
死
與
未
生　
已
に
死
す
と
未
だ
生
れ
ざ
る
と

此
味
原
無
二　
此
の
味あ
じ
わい
原
よ
り
二に

無
し

終
嫌
天
地
間　
終
に
嫌
う 

天
地
の
間

多
此
一
番
事　
此
の
一
番
の
事
多
き
を

　

哲
学
的
で
す
よ
。
性
霊
派（
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
感
じ
た
ら
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
そ
の
ま
ま

に
詠
い
ま
す
）で
す
か
ら
自
由
で
す
。
生
ま
れ
る
前
、

人
間
と
し
て
生
ま
れ
る
と
は
知
ら
な
い
し
楽
し
い
も

の
だ
と
も
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　

気
づ
い
て
み
た
ら
生
ま
れ
て
い
た
。
人
生
楽
し
い

け
れ
ど
い
ず
れ
死
が
突
然
や
っ
て
く
る
。
生
ま
れ
る

前
も
死
ん
で
か
ら
も
無
だ
と
。
な
ん
か
分
か
る
で

し
ょ
う
。

熱心に聴く会場の皆さん熱心に聴く会場の皆さん
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オ
ン
ラ
イ
ン
吟
行
会

「
雪
国
」 （
二
月
二
十
四
日
開
催
）

自
宅
に
居
な
が
ら
雪
国
へ
小
旅
行
〜

　

令
和
三
年
の
神
漢
連
創
立
十
五
周
年
記
念
行
事
の
一

つ
と
し
て
誕
生
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
吟
行
会
も
、
今
回
、
第

十
三
回
を
迎
え
ま
し
た
。

　

今
回
は「
雪
国
」と
い
う
、や
や
日
本
的
か
つ
広
範
囲
な

テ
ー
マ
で
の
吟
行
会
と
な
り
ま
し
た
。
折
し
も
、
日
本
海

側
を
中
心
と
し
た
記
録
的
な
積
雪
の
ニ
ュ
ー
ス
が
報
じ
ら

れ
る
中
で
の
開
催
で
し
た
が
、
参
加
者
の
中
に
は「
自
分

は
雪
国
の
出
身
だ
、
雪
の
大
変
さ
は
よ
く
知
っ
て
い
る
」

と
い
う
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
を
さ
れ
る
方
が
い
る
一
方
、「
自

分
は
雪
と
ま
っ
た
く
無
関
係
な
と
こ
ろ
で
生
ま
れ
育
っ

た
」と
お
っ
し
ゃ
る
方
も
い
て
、
ズ
ー
ム
の
画
面
か
ら
は

「
ふ
ー
む
」「
ク
ス
ク
ス
」と
い
う
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し

た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
で
は
、
み
ん
な
が
一
人
の
発
言
に

正
面
か
ら
向
き
合
え
る
感
覚
が
あ
り
ま
す
。

　

参
加
者
の
全
員
が
、
初
め
は
ズ
ー
ム
の
使
い
方
を
知
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
初
め
て
で
不
安
を
感
じ
る
方
に
は
サ

ポ
ー
ト
が
あ
り
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
参
加
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ズ
ー
ム
の
使
い
方
に
慣
れ
て
し
ま
え
ば
、
神

漢
連
の
鑑
賞
会
な
ど
、
ほ
か
の
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
に
参
加

す
る
こ
と
も
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

次
回
は
八
月
に
開
催
の
予
定
で
す
。
気
軽
で
楽
し
い
オ

ン
ラ
イ
ン
吟
行
会
に
、
会
員
歴
の
長
い
方
も
短
い
方
も
是

非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

（
五
嶋
美
代
子
）

◎
優
句 

〇
秀
句 

●
人
気
句

秀
句
か
つ
人
気
句

十
期
会　

細
江
利
昭

　

オ
ン
ラ
イ
ン
吟
行
会
は
、
コ
ロ
ナ
で
吟
行
会
が
出
来
な

く
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
考
え
出
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
ス

タ
ッ
フ
の
方
の
ご
努
力
に
よ
り
非
常
に
効
率
的
に
進
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

尾
瀬
・
長
安
・
雪
国
な
ど
、
実
際
に
は
行
く
こ
と
が
出

来
な
い
と
こ
ろ
を
映
像
で
見
て
、
そ
れ
を
元
に
指
定
さ
れ

た
韻
字
で
一
句
を
作
っ
て
提
出
し
ま
す
。
そ
の
後
は
普
通

の
吟
行
会
と
同
じ
よ
う
に
先
生
に
連
句
に
し
て
い
た
だ

き
、
そ
の
後
で
先
生
が
選
ば
れ
た
優
秀
句
、
参
加
者
に
よ

る
人
気
投
票
で
選
ば
れ
た
句
が
公
表
さ
れ
ま
す
。

　

実
際
の
吟
行
会
と
同
じ
よ
う
に
サ
ー
ク
ル
以
外
の
人
と

も
交
流
を
深
め
る
機
会
で
あ
り
、
そ
れ
に
加
え
、
提
出
句

に
つ
い
て
先
生
か
ら
講
評
も
頂
け
る
と
い
う
、
実
際
の
吟

行
会
に
な
い
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

　

私
も
毎
回
参
加
し
て
来
ま
し
た
が
、
家
に
い
な
が
ら
手

軽
に
楽
し
む
こ
と
が
出
来
ま
す
。
秀
作
に
選
ば
れ
る
か
ど

う
か
は
、「
韻
字
」に
よ
る
籤
運
が
あ
り
ま
す
の
で
、
余
り

気
に
し
て
い
ま
せ
ん
。
又
、「
捜
韻
」を
利
用
し
て
、
難
し

い
韻
字
で
も
一
句
作
る
こ
と
が
容
易
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。

　

最
近
、
メ
ン
バ
ー
が
固
定
さ
れ
て
い
る
傾
向
が
あ
り
ま

す
が
、
何
事
に
お
い
て
も
、
一
度
は
参
加
し
て
み
て
、
自

分
に
合
わ
な
け
れ
ば
止
め
れ
ば
よ
い
わ
け
で
す
か
ら
、
未

参
加
の
方
も
一
度
は
参
加
さ
れ
て
み
る
の
が
良
い
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
が
、
自
分
の
世
界
を
広
め
る
方
法
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
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十
九
期
漢
詩
入
門
講
座
開
催

―
多
く
の
仲
間
が
神
漢
連
に
入
会
―

　

例
年
通
り
、
四
月
五
月
の
五
回
で
神
奈
川
を
中
心

に
、
東
京
、
千
葉
、
埼
玉
か
ら
三
十
五
名
程
の
参
加

者
が
ほ
ぼ
皆
勤
さ
れ
、
卒
業
詩
三
十
首
の
投
稿
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
本
年
の
特
徴
は
連
盟
側
の
講
師
が

例
年
に
も
増
し
て
寺
子
屋
で
の
指
導
に
集
中
で
き
た

こ
と
、
対
応
す
る
受
講
生
の
作
詩
に
対
す
る
熱
意
が

相
乗
効
果
で
質
の
高
い
意
見
交
換
の
場
と
な
り
ま
し

た
。
特
に
前
年
度
有
志
が
、
各
回
き
め
細
か
い
準
備

と
受
け
入
れ
で
サ
ポ
ー
ト
い
た
だ
い
た
こ
と
は
受
講

環
境
に
と
て
も
効
果
的
だ
っ
た
と
言
え
ま
す
。ま
た
、

詩
吟
や
書
道
関
係
者
や
若
年
層
ま
で
男
女
ほ
ぼ
同
数

の
構
成
と
な
っ
た
こ
と
は
広
域
で
再
び
漢
詩
愛
好
の

底
流
が
兆
し
て
き
た
証
左
と
思
わ
れ
ま
す
。
既
に
、

サ
ー
ク
ル
役
員
も
決
ま
り
、
秋
口
ま
で
に
例
会
開
催

の
予
定
で
、
鑑
賞
会
Ｄ
へ
の
参
加
で
活
動
の
場
も
更

に
拡
が
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
な
お
、

十
九
期
代
表
世
話
人
は
後
藤
俊
男
氏
、
講
師
は
高
橋

純
子
氏
、久
川
憲
四
郎
氏
で
す
。 

（
新
井
治
仁
）

 

金
澤
武
司
郎

　

暮
春
尋
橫
濱
外
國
人
墓
地　
暮
春
横
浜
外
国
人
墓
地
を
尋
ぬ

携

墓
上
日
西
傾　

を
墓
上
に
携
え
ば
日
西
に
傾
く

坐
見
余
花
洗
俗
情　
坐
に
見
る
余
花　
俗
情
を
洗
う

苔
護
墳
塋
人
影
悄　
苔
護
す
墳
塋　
人
影
悄
た
り

丘
隅
惟
聽
白
鷗
聲　
丘
隅
惟
聴
く　
白
鴎
の
声

最
優
秀
賞

　

春
山
訪
友　
　
　
　
春
山
訪
友 

田
辺
武
夫

杪
春
獨
往
雨
餘
山　
杪
春　
独
往　
雨
餘
の
山

舊
識
竹
庵
輕
靄
閒　
旧
識
竹
庵　
軽
靄
の
間

滿
地
龍
孫
迎
我
處　
地
に
満
つ
る
龍
孫　
我
を
迎
え
る
処

俱
炮
嫩
筍
盡
觴
還　
俱
に
嫩
筍
を
炮
り　
觴
を
尽
く
し
て
還
る

　

花
時
出
遊　
　
　
　
花
時
出
遊 

北
野
ま
す
み

十
里
長
堤
花
発
時　
十
里
の
長
堤　
花　
発
く
の
時

水
邊
人
去
故
遅
遅　
水
辺
よ
り
人
は
去
る
も　
故
に
遅
々
た
り

疎
鐘
隠
隠
天
将
暮　
疎
鐘
は
隠
隠
と
し
て
天
将
に
暮
れ
な
ん
と
す

風
送
芬
芳
払
面
吹　
風
は
芬
芳
を
送
り　
面
を
払
う
て
吹
く

 

西
山
友
貴

　

獨
坐
雅
莚
對
春 　
独
り
雅
莚
に
坐
し
て
春
に
対
す

麗
日
江
南
帶
淡
霞　
麗
日
の
江
南　
淡
霞
を
帯
び

遊
人
散
策
賞
春
華　
遊
人　
散
策
し
て
春
華
を
賞
で
る

回
廊
一
片
清
香
遍　
回
廊
の
一
片　
清
香
遍
き

静
坐

陰
獨
看
花　
静
か
に

陰
に
坐
し
て　
独
り
花
を
看
る

　

花
時
出
遊　
　
　
　

花
時
出
遊 

山
下
俊
勝

東
風
三
月
一
山
桜　
東
風
三
月
一
山
の
桜

幽
鳥
声
声
万
感
生　
幽
鳥
の
声
声　
万
感
生
ず

春
色

留
不
得　
春
色
は

と
し
て
留
め
得
ず

閑
吟
自
適
楽
餘
生　
閑
吟
自
適　
余
生
を
楽
し
む

　

花
時
出
遊　
　
　
　
花
時
出
遊 

後
藤
俊
男

黄
昏
柳
暗
水
空
流　
黄
昏　
柳
は
暗
く　
水　
空
し
く
流
る

風
送
飛
花
去
不
留　
風
は
飛
花
送
り　
去
っ
て
留
ま
ら
ず

野
寺
模
糊
禽
語
静　
野
寺　
模
糊
と
し
て　
禽
語　
静
か
な
り

暮
鐘
清
響
絵
春
愁　
暮
鐘　
清
響　
春
愁
を
絵
く

優
秀
賞

　

餞
春　
　
　
　
　
　

餞
春 

西
島
美
絵
子

紅
杏
離
枝
春
水
流　
紅
杏　
枝
を
離
れ　
春
水
流
る

渡
頭
柳
浪
晩
風
柔　
渡
頭
の
柳
浪　
晩
風
柔
ら
か
な
り

酣
歌
行
楽
浮
生
事　
酣
歌　
行
楽　
浮
生
の
事

野
蝶
匆
匆
去
不
留　
野
蝶　
匆
匆　
去
り
て
留
ま
ら
ず

漢
詩
入
門
講
座
に
参
加
し
て 

西
山
友
貴

　

昨
年
大
学
の
漢
詩
研
究
会
に
入
会
し
、
一
年
間
漢

詩
を
学
び
ま
し
た
。
自
作
の
漢
詩
で
書
道
作
品
を
制

作
し
て
み
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。

　

今
回
、
漢
詩
を
も
っ
と
深
く
学
び
た
い
と
思
い
、
漢

詩
入
門
講
座
に
申
し
込
み
し
ま
し
た
。
講
座
に
参
加

し
て
み
て
、
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
多
く
の
知
識
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
直
接
講
師
の
方
か

ら
漢
詩
作
り
の
指
導
を
受
け
ら
れ
た
こ
と
は
大
き
な

成
果
で
し
た
。ま
た
、卒
業
詩
が
入
選
し
た
こ
と
も
私

の
励
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

漢
詩
連
盟
の
会
員
に
な
る
に
あ
た
り
、
私
は
Ｕ
23

の
最
初
の
入
会
者
に
な
っ
た
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。

若
い
世
代
の
人
々
に
も
漢
詩
の
面
白
さ
を
広
げ
て
い

け
た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
更
に
漢
詩
作
り
、
漢
詩
鑑
賞
の
力
を
つ
け

て
い
く
つ
も
り
で
す
。
そ
し
て
、
自
分
の
生
活
の
中
に

漢
詩
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
身
近
な
小
さ
い
変
化

に
も
気
づ
き
、
そ
れ
を
楽
し
め
る
よ
う
に
な
る
と
い

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
入
門
講
座
の
写
真
は
十
五
面
に
掲
載
し
ま
し
た
）
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神奈川県漢詩連盟　　2024（令和6）年度　サークル活動状況　（2024.4~2025.3） 2025/4/1現在
区分、開始年 サークル名 会員数 代表者 指導者 開催日 主な会場 特記事項

2007年（H19）・1期
2018年（H30）・12期 金星干支会 7 五嶋美代子 三村公二

新井治仁
奇数月
第2火 かながわ県民センター

一期金星会と十二期干支会が合併して3
年経過し、会合も定着。次回の詠題と自
由題を直に交換している。

2008年（H20）・2期
2013年（H25）・7期
2014年（H26）・8期

三七八会 13 橋本孝一 中島龍一 奇数月
第3水

男女共同参画センター
横浜南太田

令和五年十一月に三水七歩会と八起会が
合併。詩稿提出は兼題・自由題で2つまで。
詩稿提出にかかわらず出席可。漢詩に関
連のある事柄について、会員の発表する
時間を設けている。

2009年（H21）・3期 好文会 7 高津有二 玉井幸久 偶数月
第3木 ZOOM、対面

例会は対面1回、ZOOM5回。事前に
Deep Seek(生成AI)に評価、解釈、添削を
聞いて、その後講師の批正を受ける。今後
も、この開催方法、批正方式を継続する。

2010年（H22）・4期 詩游会 3 新井治仁 なし 偶数月
第3火 神奈川県立公文書館

今年度は、6期以文会と合同例会を継続
開催。講師は不在で活動。令和7年4月か
らは、以文会と合併し1サークルとなる。
（下記「注」参照）

2011年（H23）・5期
2017年（H29）・11期 五友詩林会 9 白石信隆 住田笛雄 偶数月

第2木 ZOOM

例会は8月を除く5回、ZOOMで開催。課
題詩、自由詩2首の批正を受けた（2月は
講師欠席で、互評）。令和7年度もZOOM
を継続する。

2012年（H24）・6期 以文会 8 大森冽子 なし 偶数月
第3火 県立公文書館

4期詩游会と合同例会を継続開催。講師は
不在で活動。令和7年4月からは、詩游会と
合併し1サークルとなる。（下記「注」参照）

2012年（H24）・
岳精会

岳精会漢詩
研究会 8 家吉幸二 三村公二 偶数月

第2水
岳精流日本吟院総本部
（川崎市川崎区）

例会は対面で開催。前回例会で兼題を受
けて、当日発表、ディスカッション、講師
の批正を受ける。例会の始めに「岳精会会
詩」を合吟、終わりに佳作詩は自詠自吟。

2015年（H27）・9期 九詩期会 13 山口幸雄 水城まゆみ
高橋純子

奇数月
第2木

八洲学園大学
（高島町）

メールで詩稿を提出。令和7年に結成10
周年を迎えるので、記念詩集を作りたい。
だんだんと漢詩大会での入賞者が出るよ
うになってきた。

2016年（H28）・
千代田岳精会

千代田岳精会
漢詩研究部 9 田川行雄 香取和之 偶数月

第2水
MMフォレシス内サロ
ン（みなとみらい）

例会は対面で開催。毎回6名程度参加。欠
席者には資料を送付。例会終了後に懇親
会を開催し、親睦を深めている。

2016年（H28）・10期 十期会 8 高田宗治 高津有二 奇数月
第3木 横浜市戸塚公会堂

対面方式で6回開催。毎回メンバー8名中
7名が参加。例会では、提出詩と批正詩を
併せて互評し合っている。

2019年（R1）・13期 令和会 9 中村講二 松井秀人 奇数月
第1火

横浜市西区福祉活動拠
点「フクシア」

例会は対面4回、ZOOM2回。1月より
会員相互「1対1で批正」した後、講師の
指導を受ける。4月に神辞会講師により
ZOOMで、「捜韻の最初の一歩」を受講。

2020年（R2）・14期 志詩会 7 東島正樹 香取和之
牛山知彦

偶数月
第3月 横浜市開港記念会館

例会6回対面開催、例会は約3時間、講師
の批正を受け、相互感想を述べ合う。毎
回1首の名作漢詩を鑑賞している。

2021年（R3）・15期 逸語会 9 田内　隆 水城まゆみ
高田宗治

奇数月
第1火 かながわ県民センター

例会は、6回すべて対面で開催。3時間。
季節に応じた課題詩1首を提出、希望者
は他に自由題首の提出も可。

2022年（R4）・16期 既望会 7 内山早奈江 高津有二
白石信隆

偶数月
第2火 かながわ県民センター 例会はすべて対面で開催。

2023年（R5）・17期 いななき会 6 吉池　純 新井治仁
東島正樹

奇数月
第3木 かながわ県民センター

例会の他、会員のみの勉強会を偶数月に
開催、互評し、例会に繋ぐ。自由題、題詠
ともに取り組み、コンテストの応募も積
極的に行う。令和7年度から、代表が伊藤
邦彦氏に交替。

2024年（R6）・18期 壱八会 11 佐野輝美 松井秀人
木村　孝

偶数月
第2火 かながわ労働プラザ 令和6年9月発足。以降10月、12月、2月

すべて対面で開催。

計 16サークル 134 奇数7,
偶数9

注:2025年（令和7年）4月、4期詩游会と6期以文会は、合併して「詩游以文会」となった。
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令
和
会
の
こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
現
況

 

令
和
会　

代
表　

中
村
講
二

　

二
〇
一
九
年（
令
和
元
年
）の
第
十
三
回
漢
詩
入

門
講
座
は
二
十
五
名
が
参
加
し
、
四
月
十
六
日
か
ら

六
月
五
日
の
間
、
神
奈
川
近
代
文
学
館
で
五
回
開
催

さ
れ
た
。
令
和
会
代
表
世
話
人
は
竹
村
文
孝
氏
、
入

会
者
十
五
名（
男
性
十
一
名
、
女
性
四
名
）、
奇
数
月

第
一
火
曜
日
に
勉
強
会
を
開
催
し
、
水
城
ま
ゆ
み
先

生
と
松
井
秀
人
先
生
に
ご
指
導
い
た
だ
く
事
に
な
っ

た
。

　

令
和
元
年
九
月
よ
り
開
始
し
近
代
文
学
館
及
び
県

民
ホ
ー
ル
を
利
用
し
た
が
、
令
和
二
年
三
月
に
コ
ロ

ナ
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
、
令
和
三
年
七
月
ま

で
の
計
九
回
は
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
も
含
め
勉
強
会
は

休
講
し
、
自
宅
学
習
で
作
成
の
詩
題
を
講
師
に
送
付

し
て
批
正
後
返
送
い
た
だ
く
方
法
を
取
っ
た
。
こ
の

間
、
令
和
二
年
九
月
に
は
水
城
先
生
が
令
和
会
講
師

を
退
任
、
松
井
先
生
の
み
の
体
制
と
な
り
、
女
性
四

名
と
男
性
一
名
が
退
会
、
男
性
一
名
が
死
去
し
、
男

性
九
名
の
会
と
な
っ
た
。
開
催
場
所
も
横
浜
駅
近
く

の
西
区
社
会
福
祉
保
健
活
動
拠
点「
フ
ク
シ
ア
」と

な
り
現
在
に
至
る
。

　

令
和
六
年
三
月
、
運
営
委
員
も
努
め
た
竹
村
代
表

世
話
人
が
体
力
減
退
と
埼
玉
県
大
宮
か
ら
の
委
員
会

出
席
が
厳
し
く
な
っ
て
き
た
た
め
退
任
、
横
浜
在
住

の
中
村
講
二
が
就
任

し
た
。
隔
月
の
例
会

で
は
、
提
出
し
た
詩

稿
に
対
す
る
出
席
者

に
よ
る「
一
対
一
の

批
正
」と「
松
井
先
生

の
ご
指
導
」に
よ
り
、

叱
咤
激
励
を
受
け
な

が
ら
も
、
各
位
は
め

げ
ず
に
漢
詩
創
作
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
会
員
の
多
く
が
病
を
抱
え（
例
会
後
の
懇
親

会
も
不
定
期
）、
埼
玉
、
群
馬
県
か
ら
横
浜
ま
で
二
時

間
以
上
か
か
る
方
も
お
り
、
令
和
七
年
一
月
よ
り
年

六
回
開
催
を「
対
面
と
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
交
互
に
各
三
回
」

と
し
、会
員
各
位
の
体
へ
の
負
担
を
軽
減
し
て
い
る
。

「
李
白
的
酒
杜
甫
的
愁
」

 

い
な
な
き
会　

代
表　

伊
藤
邦
彦

　

令
和
五
年
の
入
門

講
座
で
出
会
っ
た

十
七
期
生
の
会
で

す
。「
い
な
な
き
会
」

は「
嘶
き
会
」と
漢
字

で
書
き
ま
す
。
幾
つ

か
の
名
前
候
補
の
中

か
ら
全
員
一
致
で
決

め
ま
し
た
。
一
七
期

の
語
呂
を
合
わ
せ
た

勢
い
の
あ
る
ネ
ー
ミ

ン
グ
だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
。結
成
か
ら
早
二
年
。

　

奇
数
月
に
新
井
先
生
、
東
島
先
生
に
ご
指
導
い
た

だ
き
、
偶
数
月
に
は
会
員
だ
け
で
勉
強
会
を
開
い
て

い
ま
す
。
こ
の
場
を
借
り
て
先
生
お
二
人
に
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。
つ
ま
り
い
な
な
き
会
は
毎
月
集

ま
っ
て
、
喧
々
諤
々
漢
詩
で
盛
り
上
が
っ
て
い
る
の

で
す
。　

そ
の
甲
斐
あ
っ
て
か
、
昨
年
の
全
国
大
会

神
奈
川
大
会
で
は
会
員
か
ら
入
選
者
が
出
る
と
い

う
、
素
晴
ら
し
い
知
ら
せ
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
我
も
続
け
と
熱
が
入
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
ま

だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
の
個
性
豊
か
な
面
々
は
己
の
表
現

を
い
か
に
漢
詩
の
世
界
で
実
現
す
る
か
、
今
は
地
道

に
力
を
蓄
え
て
い
ま
す
。

　

会
は
現
在
も
結
成
当
初
の
六
名
で
活
動
し
て
い
ま

す
。
一
人
か
け
て
も
困
る
小
さ
な
所
帯
で
す
が
、
結

束
力
は
強
く
、
昨
年
の
全
国
大
会
で
は
全
員
が
大
会

の
成
功
に
向
け
て
活
躍
し
ま
し
た
。自
画
自
賛
で
す
。

　

自
主
勉
強
会
に
つ
い
て
も
お
話
し
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
先
生
方
に
批
正
し
て
い
た
だ
く
前
に
会
員

で
互
評
を
戦
わ
せ
よ
う
と
い
う
の
が
主
旨
で
す
。
面

白
い
で
す
よ
。
も
ち
ろ
ん
人
格
は
十
分
尊
重
し
て
い

ま
す
。
日
々
成
長
を
遂
げ
る
い
な
な
き
会
は
烏
蘭
巴

託（
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
）の
草
原
を
行
く
汗
血
馬
の

よ
う
に
一
日
一
千
里
を
駆
け
抜
け
ん
、「
漢
詩
を
学

ぶ
、
漢
詩
で
遊
ぶ
」漢
詩
再
興
を
目
指
す
ぞ
！
の
心

意
気
と
言
う
訳
で
、
夕
闇
迫
る
横
浜
駅
前
の
酒
旗
を

求
め
て
、
さ
ら
に
漢
詩
談
義
は
続
く
の
で
あ
り
ま
し

た
。

サ
ー
ク
ル
紹
介

令和会の皆さんと講師（Zoomで）令和会の皆さんと講師（Zoomで）いななき会の皆さんと講師いななき会の皆さんと講師
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現
代
中
国
の
漢
詩
事
情（
連
載
）

李
白
の
故
郷
と
し
て
町
お
こ
し
を
す
る

　

四
川
省
・
青
蓮

 

逸
語
会　

松
田
奈
月

　

四
川
省
の
成
都
に
あ
る
杜
甫
を
記
念
し
た「
草
堂

博
物
館
」は
有
名
で
、
毎
年
四
百
万
人
ほ
ど
が
訪
れ

る
人
気
ス
ポ
ッ
ト
だ
が
、
成
都
か
ら
百
六
十
キ
ロ
ほ

ど
の
と
こ
ろ
に
あ
る「
青
蓮
」で「
李
白
の
故
郷
」と

し
て
町
お
こ
し
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

盛
り
上
が
り
の
き
っ
か
け
は
二
〇
一
四
年
に
成
都

か
ら
西
安
へ
つ
な
が
る
高
速
鉄
道
路
線
で
、
青
蓮
に

新
し
く
駅
が
開
設
し
た
こ
と
だ
。
成
都
か
ら
約
一
時

間
、駅
前
に
降
り
立
つ
と「
詩
仙
故
里
」の
石
碑
が
迎

え
、
そ
の
奥
の
小
高
い
丘
の
上
に
李
白
が
幼
少
期
に

暮
ら
し
た
と
い
う「
李
白
故
居
」が
見
え
る
。ま
さ
に

李
白
の
故
郷
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
、
駅
が
で
き
た

よ
う
な
配
置
だ
。
故
居
を
取
り
囲
む
よ
う
に
古
い
町

並
み
が
再
現
さ
れ
、
大
き
な
舞
台
の
あ
る
広
場
が
で

き
、
中
華
式
の
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
や「
李
白
文
化
博

物
館
」（
二
〇
一
八
年
十
月
〜
）な
ど
も
次
々
と
オ
ー

プ
ン
し
、
李
白
推
し
で
新
た
な
町
づ
く
り
が
行
わ
れ

て
い
る
。も
と
も
と
青
蓮
か
ら
14
キ
ロ
先
に
別
の「
江

抽
」駅
が
あ
り
、
そ
ち
ら
の
駅
前
に
は「
李
白
記
念

館
」（
一
九
八
二
年
開
業
）が
あ
る
の
だ
が
、
い
ま
や

李
白
の
故
郷
自
慢
を
ふ
た
つ
の
駅
で
競
っ
て
い
る
よ

う
に
も
見
え
る
。
ま
あ
結
果
と
し
て
、
こ
の
一
帯
が

李
白
の
故
郷
と
し
て
盛
り
上
が
っ
て
い
る
の
で
、
相

乗
効
果
も
あ
り
そ
う
だ
。

　

李
白
の
生
ま
れ
た
場
所
は
諸
説
あ
る
が
、
少
な
く

と
も
五
歳
か
ら
放
浪
に
出
る
二
十
五
歳
ま
で
、
こ
の

青
蓮
で
育
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。故
居
に
は
、「
太

白
祠
」や
、
李
白
が
幼
少
に
暮
ら
し
て
い
た「
隴
西

院
」な
ど
が
再
現
さ
れ
て
い
て
、
見
学
で
き
る
。
年

間
、
こ
の
李
白
故
居
を
訪
れ
る
人
数
は
、
ま
だ
草
堂

の
十
分
の
一
ほ
ど
の
よ
う
だ
が
、
そ
れ
で
も
親
子
連

れ
を
よ
く
見
か
け
、
中
国
の
漢
詩
へ
の
教
育
熱
の
高

さ
を
う
か
が
わ
せ
る
。
園
内
に
は
李
白
が
生
涯
に

作
っ
た
詩
の
石
碑
が
あ
ち
こ
ち
あ
る
の
だ
が
、
現
地

ガ
イ
ド
の
質
問
に
小
学
校
低
学
年
く
ら
い
の
子
ど
も

た
ち
が
、
す
ら
す
ら
と
詩
を
暗
唱
し
て
い
る
の
に
は

お
そ
れ
い
る
。

　

そ
う
そ
う
、
青
蓮
の
名
物
は「
肥
腸
」と
呼
ば
れ

る
も
つ
煮
で
あ
る
。
李
白
の
好
物
だ
っ
た
と
か
。
肥

腸
好
き
の
李
白
の
た
め
に
、
母
親
が
遠
く
か
ら
運
ん

だ
と
い
う「
読
書
台
高
千
千
尺 

不
及
老
妪
送
肥
腸
」

の
詩
が
民
間
に
伝
わ
っ
て
い
る
が
、
ど
う
も
こ
の
詩

自
体
は
近
年
の
創
作
の
よ
う
。
さ
て
、
実
際
の
肥
腸

の
味
だ
が
、
大
豆
の
煮
豆
入
り
で
、
四
川
的
な
し
び

れ
辛
さ
は
な
く
、
懐
か
し
さ
を
感
じ
る
ま
ろ
や
か
な

味
。下
町
エ
リ
ア
に
は
肥
腸
の
店
が
何
軒
も
連
な
り
、

道
端
に
置
か
れ
た
席
で
つ
ま
み
な
が
ら
、
こ
こ
は

白
酒
で「
一
杯
一
杯
復
た
一
杯
」と
い
き
た
い
と
こ

ろ
。
町
を
歩
い
て

み
る
と
、
李
白
家

の
茶
葉
煮
卵
と
か

ア
イ
ス
な
ど
の
看

板
も
見
か
け
、
さ

す
が
の
商
魂
で
あ

る
。
こ
れ
も
地
元

の
人
た
ち
の
李
白

愛
か
？ 

成
都
方
面

に
行
か
れ
る
と
き
は
、
ぜ
ひ
李
白
推
し
の
青
蓮
を
訪

ね
て
ほ
し
い
。

　

現
在
、デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
務
め
る『
地
球
鉄
道
』と

い
う
旅
番
組
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ 

Ｂ
Ｓ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
放
送

中
で
す
。
鉄
道
旅
行
を
通
し
て
今
の
中
国
が
見
え
て

く
る
の
で
、も
し
よ
か
っ
た
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

青蓮を歩くと青蓮を歩くと
あちこちで李白像に出会うあちこちで李白像に出会う

故居にある「月下独酌」像故居にある「月下独酌」像
後方に青蓮駅が見える後方に青蓮駅が見える

「肥腸」は１皿18元「肥腸」は１皿18元
（360円ほど）だった（360円ほど）だった



11

漢詩神奈川神奈川県漢詩連盟会報　第37号 令和7（2025）年7月15日

高
校
で
の
漢
詩
教
育
の
現
状

―
現
役
の
先
生
が
寄
稿

私
の
漢
詩
創
作
指
導

 

狭
山
ヶ
丘
高
等
学
校　

樋
口
敦
士

　

平
成
二
十
年（
二
〇
〇
八
）八
月
、湯
島
聖
堂
で
お

こ
な
わ
れ
た
全
国
漢
文
教
育
学
会
夏
期
研
修
会
に
参

加
し
て
、
会
長
石
川
忠
久
先
生
の
漢
詩
講
座
を
受
講

し
た
際
に
漢
詩
が
創
作
対
象
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に

改
め
て
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
五
年（
二
〇
一
三
）四
月
、勤
務
校
に
お

い
て
漢
詩
俳
句
同
好
会
を
発
足
し
、
有
志
の
生
徒
を

対
象
に
漢
詩
創
作
指
導
を
始
め
ま
し
た
。
漢
詩
創
作

は
必
ず
し
も
全
て
の
生
徒
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
い
く
つ
か
の
大
会
で
多
く
の

受
賞
者
を
輩
出
す
る
と
新
聞
や
書
籍
に
も
取
り
あ
げ

て
も
ら
う
こ
と
で
注
目
を
受
け
ま
し
た
。
昨
年
十
月

に
は
全
日
本
漢
詩
大
会
神
奈
川
大
会
に
お
い
て
本
校

三
学
年
の
生
徒（
当
時
）が
Ｕ
18
奨
励
賞
最
優
秀
賞

を
い
た
だ
き
、大
変
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

　

折
し
も
平
成
三
十
年（
二
〇
一
八
）三
月
告
示「
高

等
学
校
学
習
指
導
要
領
」の
指
導
内
容
に
は
漢
詩
創

作
が
明
記
さ
れ
て
、
国
語
教
育
で
も
実
践
報
告
が
増

え
ま
し
た
。
た
だ
し
、
指
導
要
領
解
説
に
は「
平
仄
」

の
言
及
が
な
い
ば
か
り
か「
押
韻
」も
正
確
で
な
く

と
も
よ
い
こ
と
も
付
記
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
現
在

の
高
等
学
校
の
授
業
で
は「
漢
詩
も
ど
き
」の
創
作

作
業
に
な
っ
て
い
る
実
態
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

私
は
現
在
、
漢
詩
に
お
け
る
実
作
・
指
導
・
研
究

を
兼
ね
る
者
と
し
て
こ
の
課
題
に
向
き
合
っ
て
い
ま

す
。
漢
詩
鑑
賞
の
際
に「
平
仄
」や「
韻
目
」の
知
識

は
有
効
で
あ
る
こ
と
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
多
く
の

漢
詩
が
創
作
さ
れ
た
伝
統
が
あ
る
こ
と
を
生
徒
に
は

伝
え
て
き
ま
し
た
。
特
に
江
戸
時
代
に
は『
扶
桑
名

勝
詩
集
』な
ど
日
本
の
名
所
を
詠
み
込
ま
れ
た
書
物

ま
で
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
各
地
を
詠
み

込
む「
漢
詩
旅
」を
現
在
ま
で
続
け
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
本
年
三
月
に
訪
れ
た
和
歌
山
県
の
歌
枕

「
和
歌
浦
」の
拙
詩
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。
か
の
聖
武

天
皇
や
山
部
赤
人
な
ど
に
讃
え
ら
れ
た
絶
景
の
風
情

を
少
し
で
も
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

  

和
歌
浦 

通
文
享（
樋
口
）

高
潮
六
玉
島
浮
盈　
高
潮
に
は
六
玉
の
島
浮
き
盈
ち

低
湿
泥
砂
一
鶴
鳴　
低
湿
た
る
泥
砂
に
一
鶴
鳴
く

聖
帝
親
臨
南
紀
地　
聖
帝
南
紀
の
地
に
親
臨
せ
し
よ
り

千
年
騒
客
競
才
名　
千
年
の
騒
客
才
名
を
競
ふ

自
詠
自
書
の
会
拡
大
作
品
展

（
五
月
二
十
八
日
・
二
十
九
日
）

 

世
話
人　

木
村　

孝

　

今
年
度
は
、
篆
刻
を
含
む
書
作
品
の
ほ
か
フ
ォ
ト

漢
詩
や
版
画
等
を
加
え
た
拡
大
作
品
展
と
し
て
、
総

会
・
漢
詩
講
演
会
の
行
わ
れ
た
横
浜
市
開
港
記
念

会
館
講
堂
横
の
会
議
室
で
開
催
し
ま
し
た
。
出
品
者

二
十
四
名
・
作
品
三
十
四
点
と
い
ず
れ
も
昨
年
か
ら

大
幅
に
増
え
て
、
故
石
川
忠
久
先
生
遺
墨
を
は
じ
め

と
し
て
、
全
日
本
漢
詩
連
盟
の
鷲
野
会
長
に
も
フ
ォ

ト
漢
詩
を
特
別
賛
助
出
品
し
て
頂
き
ま
し
た
。
会
期

は
過
去
最
短
の
二
日
間
で
し
た
が
、
講
演
会
聴
講
や

重
要
文
化
財
の
建
物
見
学
等
の
流
れ
も
あ
り
、
参
観

者
は
二
百
四
十
名
に
も
及
び
大
盛
況
と
な
り
ま
し

た
。（
一
日
当
り
来
場
人
数
は
従
前
比
倍
増
）

　

会
場
に
置
い
た
自
由
記
帳
ノ
ー
ト
に
は
、
中
国
人

旅
行
者
が「
中
国
の
詩
文
や
漢
詩
が
日
本
で
伝
承
さ
れ

て
い
る
の
を
目
に
し
、漢
文
化
の
深
遠
さ
を
改
め
て
感

じ
ま
し
た
」と
の
コ
メ
ン
ト
を
残
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

会
場
は
展
覧
会
利
用
を
想
定
し
て
い
な
い
会
議
室

で
、
諸
準
備
・
陳
列
撤
去
等
に
大
変
苦
労
し
ま
し
た

が
、
出
品
者
各
位
の
ご
協
力
で
無
事
開
催
完
了
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。深
く
感
謝
す
る
次
第
で
す
。

　

来
年
の
作
品
展
に
向
け
て
、「
超
簡
単
・
自
詠
自

書
入
門
講
座
」を
八
月
十
一
日
、
十
七
日
に
開
催
す

る
予
定
で
す
。詳
細
は
Ｈ
Ｐ
参
照
。

○
申
込
み
・
問
合
せ
先（
代
表
：
牛
山
知
彦
）

✉koryu.kitsuan@
gm
ail.com

　

又
は
☏080-

5521-6735

狭山ヶ丘高校狭山ヶ丘高校　　漢詩俳句同好会の皆さん漢詩俳句同好会の皆さん
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遊
び
を
せ
ん
と
や　

生
ま
れ
け
む

 

三
七
八
会　

松
原
裕
子（
芦
遊
）

　

毎
朝
、
新
聞
を
読
み
な
が
ら
お
菓
子
と
コ
ー
ヒ
ー

で
朝
食
、
家
の
中
と
庭
と
体
の
掃
除
、
次
に
ラ
ジ
オ

体
操
代
わ
り
の
肩
甲
骨
や
首
の
体
操
、
発
声
練
習
の

後
、
漢
詩
な
ど
三
〜
四
吟
。
こ
れ
が
朝
の
ル
ー
テ
ィ

ン
で
す
。　

詩
吟
を
始
め
る
ま
で
は
美
し
い
も
の
、

素
敵
な
も
の
に
惹
か
れ
る
タ
チ
で
し
た
。
で
も
詩
吟

を
知
っ
て
か
ら
、人
間
、人
の
情
、歴
史
な
ど
、そ
れ

ま
で
興
味
の
な
か
っ
た
世
界
も
広
が
り
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
頃
、
漢
詩
の
会
の
存
在
を
知
り
、　
「
自

分
で
作
っ
た
漢
詩
を
吟
じ
て
み
た
い
」と
い
う
気
持

ち
で
、
神
漢
連
に
入
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
思
う

よ
う
に
漢
詩
を
作
れ
ま
せ
ん
が
、
最
近
は
唐
や
宋
の

漢
詩
を
味
わ
う
の
も
大
切
な
事
、
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
漢
詩
を
美
し
い
中
国
語
で
朗
読
し
た
い

と
思
い
、世
界
が
広
く
深
く
な
っ
て
ゆ
き
ま
す
。

　

さ
て
、
私
は
詩
吟
の
号
に　

遊　

を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
詩
吟
で
遊
ぶ
・
漢
詩
で
遊
ぶ　

の

遊　

で
す
。「
遊
び
を
せ
ん
と
や　

生
ま
れ
け
む
」の

　

遊　

で
す
ね
ー

　

写
真
は
銀
座
の
ジ
ャ
ズ
バ
ー
で
。

尺
八
と
ピ
ア
ノ
ベ
ー
ス
ト
リ
オ

の
演
奏
で
漢
詩「
真
吳
爾
羅
」を

自
作
自
詠
し
て
い
ま
す
。

　
「
始
ま
り
は
ベ
ー
ス
で
ゴ
ジ
ラ
の

鳴
き
声
を
」と
だ
け
お
願
い
し
て
。

漢
詩
創
作
の
楽
し
み

 

既
望
会　

佐
竹
信
一

　

昔
か
ら
漢
詩
が
好
き
だ
。
高
校
時
代
に
初
め
て
漢

文
を
習
っ
た
時
、
外
国
語
で
あ
る
中
国
語
を
返
り
点

と
二
回
読
み
で
日
本
語
に
し
て
し
ま
う
先
人
の
工
夫

に
驚
い
た
が
、
や
が
て
漢
詩
の
雄
渾
な
文
体
に
ひ
か

れ
、
自
分
好
み
の
詩
を
よ
く
暗
唱
し
た
。
漢
詩
で
は

な
い
が
土
井
晩
翠
の「
星
落
秋
風
五
丈
原
」や「
万
里

の
長
城
の
歌
」も
お
気
に
入
り
だ
。
大
学
の
こ
ろ
後

に
大
御
所
と
な
る
石
川
忠
久
先
生
の
講
義
を
半
年
も

聴
け
た
の
は
今
と
な
っ
て
は
大
い
に
自
慢
で
き
そ

う
。
卒
業
後
暫
く
は
時
に
漢
詩
の
本
を
開
く
こ
と
は

あ
っ
て
も
、そ
の
後
徐
々
に
距
離
が
で
き
て
い
た
。

　

そ
れ
が
高
等
遊
民
と
な
っ
て
久
し
い
三
年
前
、「
初

心
者
入
門
講
座
」の
チ
ラ
シ
を
手
に
し
て
状
況
が
変

わ
っ
た
。
全
五
回
の
講
座
で
三
千
円
と
い
う
破
格
の

料
金
に
つ
ら
れ
て
参
加
し
て
み
る
と
、
我
々
十
四

名（
当
時)

は
大
勢
の
先
輩
方
の
熱
心
な
指
導
に
乗

せ
ら
れ
、
や
が
て
同
期
の
サ
ー
ク
ル
を
作
る
羽
目
に

な
っ
た
。
実
は
こ
れ
は
神
漢
連
の
巧
み
な
誘
い
込
み

の
仕
組
み
だ
っ
た
の
だ
。
始
め
た
は
よ
い
が
読
む
の

と
作
る
の
で
は
大
違
い
。
隔
月
の
例
会
前
は
七
転
八

倒
の
苦
し
み
だ
。李
白
の「
我
歌
え
ば
月
徘
徊
し
」の

よ
う
な
自
由
な
発
想
で
簡
単
に
作
詩
す
る
力
は
想
像

も
で
き
な
い
。で
も「
だ
れ
漢
」で
探
し
た
好
み
の
句

を
十
五
ゲ
ー
ム
の
パ
ズ
ル
よ
ろ
し
く
組
み
合
わ
せ
て

詩
に
仕
上
げ
る
の
は
そ
れ
な
り
達
成
感
が
あ
り
面
白

い
。
人
生
楽
に
行
こ
う
と
思
え
ば
い
つ
で
も
退
会
で

き
る
わ
け
だ
が
、
始
め
た
か
ら
に
は
も
う
し
ば
ら
く

こ
の
苦
行
を
続
け
て
み
よ
う
か
。

白
楽
天
と
枕
草
子
と
書
と

 

五
友
詩
林
会　

嘉
嶋
宏
子

　

白
楽
天
の「
日
高
睡
足
猶
慵
起
、
小
閣
重
衾
不
怕

寒
、
遺
愛
寺
鐘
欹
枕
聴
、
香
爐
峰
雪
撥

看
」の
漢

詩
と
の
出
会
い
は
、
何
十
年
も
前
、
高
校
一
年
の
授

業
で
し
た
。「
香
爐
峰
の
雪
は
」と
定
子
中
宮
の
問
い

か
け
に
清
少
納
言
が
す
か
さ
ず「
御

」を
か
か
げ

た
と
い
う
話
の
根
拠
に
な
っ
た
漢
詩
と
知
る
事
に
。

ず
ー
っ
と
心
に
残
っ
て
い
た
漢
詩
で
す
。
後
年「
公

募
書
展
」の
初
出
品
の
作
品
に
仕
上
げ
た
事
を
思
い

出
し
ま
す
。
も
う
一
つ
、
我
が
国
で
人
口
に
膾
炙
し

て
い
る
白
楽
天
の
長
恨
歌
の
最
終
部
分「
在
天
願
作

比
翼
鳥
、
在
地
願
為
連
理
枝
、
天
長
地
久
有
時
盡
、

此
恨
綿
綿
無
盡
期
」も
書
作
し
ま
し
た
。

　

大
学
で
も「
漢
詩
鑑
賞
」の
授
業
が
有
り
ま
し
た

が
、
遠
い
昔
の
話
で
す
っ
か
り
忘
れ
て
い
ま
す
。
勿

論
、
作
詩
す
る
な
ぞ
思
い
も
よ
ら
ず
、
只
管「
唐
詩
、

宋
詩
」を
書
作
し
て
い
ま
す
。
八
年
前
ひ
ょ
ん
な
事

で
作
詩
の
初
心
者
講
習
に
誘
わ
れ
、
講
習
会
が
終
わ

れ
ば
辞
め
る
つ
も
り
が
、
何
故
か
今
日
ま
で
に
！
作

詩
は
身
辺
の
事
を
題
材
に
し
て
お
り
、
含
蓄
の
あ
る

「
詩
」が
出
来
て
い
ま
せ
ん
。批
正
会
で
は
多
く
は
ガ
ッ

カ
リ
。
た
ま
に「
こ
の
語
句
は
決
ま
っ
て
い
ま
す
ね
」

と
言
わ
れ
る
と
、
ホ
ッ
ト
す
る
私
！
又
講
師
の
方
か

ら「
楽
し
み
ま
し
ょ
う
」と
励
ま
さ
れ
た
り
し
て
い
ま

す
。
少
し
で
も
赤
ペ
ン
の
減
る
事
を
願
い
つ
つ
毎
回

地
道
に
取
り
組
ん
で
は
い
る
の
で
す
が
、
な
ん
せ
詩

情
が
乏
し
く
、
い
つ
も
詩
語
集
や
ら
、
漢
和
辞
典
に

首
を
振
り
振
り
し
な
が
ら
悪
戦
苦
闘
の
日
々
で
す
。

　
「
琢
磨
何
日
放
詩
心
」な
ら
ん
事
を
願
い
つ
つ
！

会
員
の
た
よ
り
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漢
詩
と
私

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
井
治
仁

〇
出
会
い

　

六
十
代
前
半
に
仕
事
か
ら
離
れ「
気
ま
ま
に

旅
行
、
読
書
」と
考
え
て
い
た
あ
る
日
、
地
元
の

図
書
館
の
書
架
を
漁
っ
て
い
た
。
ふ
と
目
に
留

ま
っ
た
著
者
名
に「
船
津
富
彦
」と
あ
り
、
一
瞬

で
高
校
時
代
の
漢
文
の
授
業
風
景
が

っ
て
き

た
。（
実
は
付
属
高
校
の
自
由
さ
で
机
の
下
で
三

島
や
開
高
な
ど
を
読
み
ふ
け
っ
て
い
た
の
だ
が

…
。）本
の
名
は「
謝
霊
運
」。
南
北
朝
時
代
の
山

水
詩
人
で
数
奇
な
逸
話
が
あ
る
美
文
家
。
正
直
、

一
読
し
た
が
咀
嚼
で
き
ぬ
ま
ま
に
新
し
い
文
芸

世
界
を
垣
間
見
た
の
で
あ
っ
た
。
若
気
の
至
り

で
折
角
の
碩
学
の
授
業
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て

き
た
悔
恨
も
あ
り
、
間
も
な
く
新
聞
の
神
漢
連

初
心
者
入
門
講
座
を
見
つ
け
、連
盟
入
会
、漢
詩

の
世
界
に
取
り
込
ま
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

〇
詩
游
会

　

連
盟
第
四
期
生
は
平
成
二
十
二
年
末
、
第
一

回
例
会
で
発
足
。
櫻
庭
先
生
、
住
田
先
生
、
田

原
先
生
の
指
導
の
下
、
十
四
年
間
に
八
十
回
の

例
会
の
外
、
七
冊
の
詩
集
発
行
、
九
回
の
吟
行

会
、
小
田
原
淸
閑
亭（
旧
黒
田
侯
爵
別
邸
）で
の

吟
詠
会
な
ど
多
士
済
々
の
メ
ン
バ
ー
が
企
画
、

交
流
の
場
と
な
っ
た
。
例
会
後
の
宴
席
も
愉
快

で
、
談
論
風
発
、
故
田
原
先
生
に「
唐
詩
と
宋

詩
、
ど
ち
ら
が
お
好
き
で
す
か
」と
ラ
フ
な
質

問
を
し
て
、
言
下
に「
そ
れ
は
君
、
宋
詩
だ
よ
。

唐
詩
の
大
袈
裟
な
所
よ
り
は
宋
詩
の
生
活
感
が

僕
に
は
合
う
か
ら
」と
の
こ
と
、
大
い
に
意
を

強
く
し
た
も
の
だ
。
そ
の
時
期
の
拙
作
で
す
。

　
「
活
與
老
狗
」　　
　

老ろ
う

狗く

と
活
き
る

與
狗
相
和
十
数
年　
狗
と
相あ
い

和わ

し
十
数
年

情
温
性
順
甚
哀
憐　
情
は
温 

性
は
順 

甚
だ
哀あ
い

憐れ
ん

す

朝
遊
夕
歩
多
生
意　
朝
に
遊
び 

夕
に
歩
み 

生せい
意い
多
し

軀
黑
霜
鬚
覺
宿
縁　
躯
は
黒
く 

霜そ
う

鬚し
ゅ

し
て 

宿
縁
覚
ゆ

   

時
移
っ
て
そ
ん
な
詩
游
会
も
十
人
以
上
い
た

会
員
が
半
減
以
下
、
他
の
サ
ー
ク
ル
と
早
く
合

流
し
て
、
若
手
会
員
の
加
入
な
ど
新
展
開
を
模

索
し
、
何
と
か
タ
ス
キ
を
つ
な
ぐ
覚
悟
で
す
。

〇
作
詩
と
鑑
賞

　

作
詩
と
鑑
賞
と
は
一
体
の
も
の
で
、「
秀
句

を
も
の
す
る
た
め
に
は
名
作
を
多
読
鑑
賞
し
自

家
薬
籠
中
に
す
る
」の
が
秘
訣
だ
と
さ
れ
、
事

実
異
論
の
余
地
は
な
い
と
思
う
。
只
、
趣
味
の

漢
詩
で
、
詩
作
と
鑑
賞
へ
重
点
の
置
き
方
は
人

に
よ
っ
て
様
々
で
あ
る
の
が
現
実
だ
。
新
会
員

の
中
で
も
は
っ
き
り
と「
私
は
名
詩
の
鑑
賞
を

楽
し
み
た
い
」と
表
明
さ
れ
る
人
達
も
多
い
。

今
後
学
生
な
ど
の
新
し
い
息
吹
を
期
待
す
る
に

は
、
人
類
の
文
化
遺
産
と
も
い
う
べ
き
漢
詩
世

界
に
ど
う
招
待
で
き
る
か
更
に
工
夫
が
必
要

だ
。
自
分
も
最
近
は
杜
牧
や
李
商
隱
な
ど
を
系

統
的
に
読
み
込
ん
で
、
新
し
い
解
釈
を
し
て
み

た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　

特
に
次
の
絶
唱
は
、
作
者
の
難
解
な
作
風
か

ら
解
き
放
た
れ
た
爽
快
感
が
あ
り
、
自
分
の
昨

今
の
心
情
に
ぴ
っ
た
り
で
大
好
き
だ
。

　

樂
遊
原 

李
商
隱　

五
言
絶
句

向
晩
意
不
適　
晩く
れ

に
向な
ん
なん
と
し
て
意
適か
な

わ
ず

驅
車
登
古
原　
車
を
駆
っ
て
古
原
に
登
る 

夕
陽
無
限
好　
夕
陽 

無
限
に
好
し

只
是
近
黃
昏　
只
だ
是
れ
黄
昏
に
近
し

〇
漢
詩
の
周
辺

　

漢
詩
に
は
中
国
語
習
得
が
近
道
だ
と
い
う

意
見
が
あ
る
。
私
は
簡
体
字
の
中
国
語
を
未
だ

独
学
中
。
捜
韻
や
百
度
百
科
の
検
索
に
は
役
に

立
っ
て
い
る
が
、
散
文
と
詩
文
の
違
い
、
古
典
と

現
代
語
の
ギ
ャ
ッ
プ
な
ど
隔
靴
掻
痒
の
感
も
あ

る
。
む
し
ろ
し
っ
か
り
日
本
語
と
し
て
訓
読
出

来
る
漢
文
読
解
訓
練
が
ま
ず
重
要
だ
と
思
う
。

　

次
に
家
庭
の
サ
ポ
ー
ト
だ
。
ご
夫
妻
会
員
で

家
庭
で
議
論
で
き
れ
ば
理
想
的
で
す
。
只
、
我

家
は
お
互
い
不
干
渉
の
原
則
で
家
内
は
専
ら
ミ

ス
テ
リ
ー
を
愛
読
し
て
い
る
。「
漢
詩
は
人
生

最
後
の
趣
味
」と
は
よ
く
言
っ
た
も
の
で
、
各

人
各
様
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
自
由
闊
達
に
、
頭

脳
と
体
力
、
持
っ
て
生
ま
れ
た
セ
ン
ス
を
大
切

に
楽
し
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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仁
上
恵
子

　

種
日
散
策 

　

種
の
日
策
を
散
ず

鳴
蛙
閣
閣
喚
朋
喧 

鳴
蛙　
閣
閣　
朋
を
喚
ん
で
喧
か
ま
び
すし

農
叟
齊
齊
種
稻
繁 

農
叟
斉
　々

稲
を
種
う
る
に
繁い
そ
がし

如
蓋
陰
雲
流
不
去 

蓋
の
如
き
陰
雲
流
れ
去
ら
ず

梅
霖
方
著
野
人
村 

梅
霖
方
に
著
く
野
人
の
村
に

 
 

水
城
ま
ゆ
み

　

霜
降 

　

霜
降

靑
女
飛
霜
凛
凛
寒 

青
女
霜
を
飛
ば
し
て
凛
々
と
し
て
寒
し

素
娥
伴
兔
影
團
團 

素
娥　
兎
を
伴
ひ
て　
影　
団
々

衆
芳
搖
落
空
庭
裏 

衆
芳　
揺
落
す　
空
庭
の
裏

地
白
蕭
條
楓
樹
殘 

地
白
く
蕭
条
と
し
て　
楓
樹
残
す

入　

選

た
こ
と
が「
命
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
」の
よ
う
に
感
じ

ら
れ
た
。

　

今
ま
で
は
課
題
に
追
わ
れ
て
詩
を
作
る
こ
と
が
多

か
っ
た
。
が
、
こ
の
出
来
事
は
ど
う
し
て
も
詩
に
残

し
て
お
き
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
作
り
始
め
た
。
賞

を
い
た
だ
き
忘
れ
ら
れ
な
い
詩
と
な
っ
た
。

　

あ
れ
か
ら
一
年
が
た
ち
、
あ
の
時
私
の
腕
の
中
で

眠
っ
て
い
た
孫
は
、
お
ぼ
つ
か
な
い
な
が
ら
も
歩

き
、
桜
の
花
び
ら
を
拾
い
上
げ
渡
し
て
く
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
私
は
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
だ
ろ

う
。
毎
日
を
大
切
に
、
し
っ
か
り
と
漢
詩
の
勉
強
を

し
な
く
て
は
い
け
な
い
な
と
、
改
め
て
思
う
日
々
で

あ
る
。

 
 

大
森
冽
子

　

觀
淸
明
上
河
圖 

　

清
明
上
河
図
を
観
る

淸
明
佳
節
順
帆
風 

清
明
の
佳
節　
順
帆
の
風

殷
賑
開
封
衆
庶
充 

殷
賑
た
る
開か
い
封ほ
う　

衆し
ゅ
う庶し
ょ允
つ

高
閣
虹
橋
商
舖
景 

高
閣　
虹
橋
商
舗
の
景

隔
時
詳
覽
畫
圖
中 
時
を
隔
て
て
詳
覧
す
画が

図と

の
中

 
 

小
嶋
明
紀
子

　

霜
降 

　

霜
降

風
翻
客
袖
碧
溪
空 

風
は
客か
く
袖し
ゅ
うを
翻
し
て
碧
渓
空
な
り

獨
領
素
秋
澄
水
東 

独
り
素
秋
を
領
す
澄
ち
ょ
う
水す
い
の
東

寒
鳥
呼
吾
囘
首
處 

寒
鳥
吾
を
呼
び　
首
を
回
ら
す
処

新
霜
染
葉
色
逾
紅 

新
霜
葉
を
染
め
て
色
逾い
よ
い
よ
紅
な
り

秀　

作

令
和
六
年
度『
扶
桑
風
韻
』漢
詩
大
会

 
 

高
橋
純
子

　

淸
明
展
墓 

　

清
明
展
墓

絲
絲
雨
歇
鳥
聲
妍 

糸
々
た
る
雨
歇や

み　
鳥
声　
妍
な
り

爛
漫
山
櫻
發
墓
前 

爛
漫
と
し
て
山
桜　
墓
前
に
発
く

一
縷
香
烟
忽
飄
處 

一
縷
の
香
烟
忽
ち
飄
ひ
る
が
える
処

懷
中
孫
子
載
花
眠 

懐
中
の
孫
子　
花
を
載
せ
て
眠
る

　

二
〇
二
四
年
は
還
暦
を
迎
え
、
孫
が
で
き
、
節
目

の
年
だ
っ
た
。
親
子
四
代
で
過
ご
す
時
間
が
多
く
、

や
わ
ら
か
い
空
気
を
た
く
さ
ん
感
じ
た
年
で
も
あ
っ

た
。

　

ご
先
祖
様
に
ご
報
告
を
兼
ね
、
孫
誕
生
の
二
か
月

後
に
行
っ
た
お
墓
参
り
は
清
明
の
時
節
。
ふ
わ
ぁ
と

風
が
吹
い
て
桜
の
花
び
ら
が
舞
う
。
淡
い
ピ
ン
ク
の

花
び
ら
が
一
枚
、孫
の
髪
に
落
ち
た
。

　

後
日
、
あ
の
花
び
ら
の
意
味
は
何
だ
っ
た
の
か
を

考
え
た
。
本
当
は
意
味
な
ど
な
い
の
だ
ろ
う
。
た
だ

の
偶
然
な
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
、
彼
女
の
上
に
落
ち

優
秀
賞 漢

詩
大
会
で

漢
詩
大
会
で

神
漢
連
会
員
活
躍

神
漢
連
会
員
活
躍
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懇
親
会 

鷲
野
先
生 

玉
韻（
二
面
参
照
）

入
門
講
座
の
写
真（
記
事
：
七
面
）

令
和
七
年
の
全
国
漢
詩
大
会
の
予
定

奮
っ
て
応
募
し
よ
う
！

漢
詩
応
募
規
定
・
用
紙
は
、
各
大
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

●
令
和
七
年
度
全
日
本
漢
詩
大
会
徳
島
大
会

十
月
二
十
日　

表
彰
式　

徳
島
県
徳
島
市

募
集
終
了

●
令
和
七
年
度
扶
桑
風
韻
漢
詩
大
会

詩
題「
別
れ
」

八
月
一
日
〜
十
月
三
十
一
日

●
第
二
十
八
回
全
国
ふ
る
さ
と
漢
詩
コ
ン
テ
ス
ト

十
一
月
二
十
九
日　

表
彰
式　

多
久
市

詩
題「
祭
」  

応
募
締
切　

八
月
八
日

●
第
十
回
漱
石
記
念
漢
詩
大
会

大
会
は
開
催
さ
れ
ず
Ｈ
Ｐ
上
で
入
賞
者
公
表

自
由
題　
　
　

募
集
終
了

●
第
十
七
回
諸
橋
轍
次
博
士
記
念
漢
詩
大
会

十
一
月
八
日
・
九
日

自
由
題　
　
　

募
集
終
了

●
令
和
七
年
度
閑
谷
学
釈
菜
献
詩
募
集

五
言
・
七
言
の
絶
句
、律
詩　

一
人
二
首
ま
で

「
旧
閑
谷
学
校
釈
菜
に
係
る
も
の
」

応
募
料
無
料　

応
募
締
切　

九
月
十
五
日

卒業詩の入賞者の皆さんと講師卒業詩の入賞者の皆さんと講師  「寺子屋」で熱心に創作中 「寺子屋」で熱心に創作中

漢詩鑑賞会一覧 
名称 講師 世話人 開催日 会場 概要（主に、2024年度の講義等）

鑑賞会A 中島龍一、玉井幸久、
香取和之 白石信隆 毎月　

第4木 ZOOM 漢詩の周辺、四季の漢詩（春夏秋冬）、屈原
と楚辞

鑑賞会B 水城まゆみ 高田宗治 毎月　
第4金 ZOOM 聯珠詩格の鑑賞と詩作（2025年4月からは、

三体詩鑑賞と詩作）

鑑賞会C 中島龍一、新井治仁、
香取和之、高津有二 新井治仁 毎月　

第4火 ZOOM 御定佩文齋詠物詩選の七言絶句の鑑賞

霧笛女子会 古田光子、水城まゆみ、
横溝比呂美、大森冽子 水城まゆみ 偶数月

第1火
かながわ
県民センター

各講師の講義（蕪村詩集と漢詩、柳宗元の
漢詩、女流詩人の漢詩、源氏物語と漢詩）

鑑賞会D
（2025年6月開講） 中島龍一 毎月　

第1水
かながわ
労働プラザ

石川忠久監修「漢詩鑑賞事典」を用いて、
漢詩鑑賞を楽しむ
入会3年以内の会員を対象とする
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編
集
後
記 

　

今
号
も
多
彩
な
内
容
を
お
届
け
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
寄
稿
い
た
だ
い
た
皆
様
に
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

鷲
野
先
生
の
講
演
は
漢
詩
の
解
説
だ
け
で
な
く
、

創
作
の
ポ
イ
ン
ト
ま
で
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

狭
山
ヶ
丘
高
等
学
校
樋
口
教
諭「
私
の
漢
詩
創
作
指

導
」、
松
田
奈
月
会
員「
現
代
中
国
の
漢
詩
事
情
」も

大
変
勉
強
に
な
り
ま
す
。
各
コ
ン
テ
ス
ト
受
賞
者
の

紹
介
は
神
漢
連
会
員
の
活
躍
ぶ
り
が
誇
ら
し
い
で

す
。新
井
副
会
長
の「
漢
詩
と
私
」は
人
柄
が
滲
み
出

た
素
敵
な
お
話
で
す
。

　

鷲
野
先
生
が
講
演
の
中
で
、
古
典
を
学
ぶ
事
の
大

切
さ
を
説
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、

先
日
テ
レ
ビ
で
見
た
ス
ト
ラ
デ
ィ
バ
リ
ウ
ス
を
思
い

出
し
ま
し
た
。
世
界
中
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
職
人
が
そ

の
音
色
に
少
し
で
も
近
づ
こ
う
と
日
夜
努
力
し
て
い

る
。
し
か
し
三
百
年
前
の
楽
器
を
超
え
ら
れ
な
い
。

研
究
に
研
究
を
重
ね
て
も
そ
の
音
色
を
再
現
で
き
な

い
。そ
れ
で
も
諦
め
な
い
姿
に
感
動
し
ま
し
た
。

　

李
白
、
杜
甫
を
学
ん
で
も
彼
ら
に
近
づ
く
ど
こ
ろ

か
影
さ
え
見
え
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
美
し
い
言
葉
を

求
め
て
い
き
た
い
。
先
生
の
言
葉
を
肝
に
銘
じ
て
古

典
を
勉
強
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

名
器
は
二
億
円
を
超
え
る
そ
う
で
す
が
、
詩
仙
、

詩
聖
の
名
詩
は
換
算
で
き
な
い
価
値
が
あ
り
ま
す

ね
。 

（
伊
藤
邦
彦
）

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟 

令
和
七
年
の
行
事
予
定

　
　
　
　

カ
レ
ン
ダ
ー
に
予
定
を
記
入
し
ま
し
ょ
う

● 
超
簡
単
・
自
詠
自
書
入
門
講
座

第
一
回　

 
八
月
十
一
日（
月
）午
後
一
時
〜
五
時

第
二
回　

 
八
月
十
七
日（
日
）午
後
一
時
〜
五
時

場　

所　

 

横
浜
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

参
加
資
格
は
、
神
漢
連
会
員
で
作
品
展
未
出
品
の
方
。

● 

オ
ン
ラ
イ
ン
吟
行
会

期　

日　

 

八
月
三
十
日（
土
）　

午
後
一
時
三
十
分
〜

開
催
日
が
近
づ
い
た
頃
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
保
有
者
全
員
に
参
加
可
否
の
問
合
せ
を
し
ま
す
。

● 

漢
詩
講
演
会

期　

日　

 

十
一
月
六
日（
木
）

時　

間　

 

午
後
二
時
〜
四
時（
開
場
：
午
後
一
時
三
十
分
）

場　

所　

 

横
浜
市
開
港
記
念
会
館「
講
堂
」

講
演
者　

 

明
海
大
学
名
誉
教
授　

市
川
桃
子
先
生

演　

題　

 

続
・「
三
国
志
」の
英
雄　

曹
操
の
思
い（
予
定
）。

参
加
申
込
み　

不
要　

会
員
以
外
も
参
加
で
き
ま
す
。
無
料
。

● 

研
修
会

期　

日　

 

十
二
月
十
九
日（
金
）　

午
後
一
時
〜
四
時

（
予
備
日　

十
二
月
二
十
四
日（
水
）（
時
間
・
場
所
同
じ
）

場　

所　

 

か
な
が
わ
労
働
プ
ラ
ザ


